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参 考 図 書

事 業 名：公共下水道事業 

工 事 場 所：竹原市 竹原町 

工 事 名：中央 1号雨水幹線函渠築造工事（4工区） 

建設リサイクル法 12 条 13 条対象 

【添付書類】 
□総括情報表 
□工事費内訳表 施工単価表 

□数量計算書 
□参考図       等 











































工事名

単位 数量 設計数量

道路改良

カルバート工

作業土工

床掘 土砂 標準 ｍ3 319.0 320 

埋戻し ｍ3 163.3 160 

基面整正 基面整正 ｍ2 157.1 160 

土砂等運搬 （購入土の搬入） 標準 土砂(岩塊・玉石混り土含む)ｍ3 181.5 180 

購入土 ｍ3 217.8 220 

残土処分

運搬・処分 土砂 ｍ3 271.8 270 

プレキャストボックス ボックスカルバート 据付 0＜B≦1.25_0＜H≦1.25 ｍ 49.1 49 

標準 1200×1200×2,000 本 22.0 22 

標準 1200×1200×2,000 本 1.0 1 

本 1.0 1 

本 1.0 1 

地盤改良工

マットレス工

地盤補強用
ジオテキスタイル布設 ｍ2 418.6 420 

固定ピン 本 49.0 49 

中詰め材敷均し 再生クラッシャラン 40～0mm ｍ3 53.0 50 

マンホール工

マンホール工

点検口据付 吊り下し工法 箇所 1.0 1 

固定ｺﾝｸﾘｰﾄ ｍ3 0.1 0.1

型枠 一般型枠 ｍ2 0.6 0.6

後施工アンカー D13-L150 本 16.0 16 

アンカー鉄筋 D13（0.995kg/m） t 0.002 0.01

鉄蓋及び受枠 φ600 組 1.0 1 

調整材（金具） h=10mm 個 1.0 1 

調整リング h=50mm 個 1.0 1 

斜壁ブロック 600×900×600 個 1.0 1 

足掛金具 本 6.0 6 

〃

〃

〃

〃

〃

〃

点検口【材料】

工事数量総括表

適　　用

中央１号雨水幹線函渠築造工事（4工区）

規格工事区分・工種・種別・細別

【施工延長　L=49.10m】

マットレス工

〃

〃

点検口【据付】

吊下ろし工法

〃

径φ19mm,足掛幅W300mm,奥行H220,SUS

最大埋戻幅1m以上4m未満

無筋・鉄筋構造物 24-12-25(20)BB

2.3kg/1000=0.0023t

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1200×1200×1,800

1200×1200×1,175

〃

〃

〃

〃



工事名

単位 数量 設計数量

工事数量総括表

適　　用

中央１号雨水幹線函渠築造工事（4工区）

規格工事区分・工種・種別・細別

仮設工

工事用道路工

掘削 ｍ3 66.4 70 

路体（築堤）盛土 ｍ3 2.1 2 

土砂等運搬 （購入土の搬入） ｍ3 2.3 2 

購入土 ｍ3 2.8 3 

整地 敷均し(ルーズ) ｍ3 19.1 20 

再生クラッシャラン 40～0mm ｍ3 19.1 20 

土留・仮締切工

鋼矢板 鋼矢板油圧圧入工 陸上施工 3型 枚 270.0 270 

鋼矢板引抜 陸上施工 3型 枚 270.0 270 

油圧式杭圧入引抜機据付・解体 圧入 (Nmax≦25) III型 回 1.0 1 

仮設材賃料 1回使用 供用日数70日 ｔ 137.7 137.7 

水替工

ポンプ排水 ポンプ運転工 作業時排水 日 18.9 19 

据付・撤去工 現場 1.0 1 

運搬費

運搬費

仮設材等運搬費 運搬距離 10km 式 1.0 1 運搬質量137.7t

小規模 土砂(岩塊・玉石混り土含む)

土砂 上記以外(小規模)

施工幅員2.5m以上4.0m未満

圧入長(m)_9以下(6超)

引抜長(m)_9以下(6超)

工期算定（鋼矢板）

〃

仮設工（工事用道路設置）

〃

〃

〃

〃

工期算定（鋼矢板）

〃

〃

〃

〃

工期算定（ポンプ）



ボックス平均掘削深算出表 H= 2.03m

測点 掘削深 平均掘削深 区間延長 A×B 平均掘削深

A B C Σ(C)/Σ(B)

－ － － － －

IP.3+1.059 2.080

2.020 2.050 17.894 36.683 －

8-No.23 2.020

2.010 2.015 20.000 40.300 －

8-No.22 2.010

2.000 2.005 11.206 22.468 －

8-No.21+8.794

－

－

－

－

－

－ － － － －

計 49.100 99.451 2.03



吊り下ろし工法

箇所

（1070路線）

（平均掘削深より）

全体 V= 3.20 × 2.03 × 49.100 318.95 = 319.0 m3

（うち表土） V= 3.20 × 0.30 × 49.100 47.14 = 47.1 m3

※表土は0.3mとし、現場内へ仮置きする。

 基面整正 A= 3.20 × 49.100 157.12 = 157.1 m2

 埋戻し工 （埋戻し高より）

3.20 × 2.13 × 49.100 = 334.67

（控除） （BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ布設より）

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ 1.46 × 1.46 × 49.100 = -104.66

敷ﾓﾙﾀﾙ 1.46 × 0.02 × 49.100 = -1.43

基礎CO 1.66 × 0.15 × 49.100 = -12.23

基礎砕石 × 49.100 = -53.03

 埋め戻しC 計 163.32 = 163.3 m3

 購入土 運搬 163.32 / 0.9 = 181.47 = 181.5 m3

土量 163.32 / 0.9 × 1.2 = 217.76 = 217.8 m3

 残土処分 現場～処分場 318.95 - 47.14 = = 271.8 m3

(1.66+2.66)/2×0.50

計

 機械掘削 吊り下ろし工法 49.100m 

名　　称 位置・仕様等 略 図 ・ 計 算 式 等

ボ ッ ク ス 土 工 １式当たり



ボックスカルバート・数量総括表 （本体工）

番号 工　種 単位 数　量

標準 1200×1200×2,000 L=2000 本 22.0 3.680t/固 1070路線

標準 1200×1200×2,000 頂版開口φ900 本 1.0 1070路線

1200×1200×1,800 凸無・連結金具 本 1.0 1070路線

1200×1200×1,175 短尺・凹無・連結金具 本 1.0 1070路線

計 本 25.0 

種　　別 備　　考

管材

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
（T-25）

□-1200×1200
(IB-10)



マットレス工数量表
固定ピン

区間 区間延長 構造物幅 マットレス厚 分散角 引張強度
(m) (m) (度) 左側 右側 品番 左側 右側

ボックスカルバート 49.10 1.66 0.5 45.0 150ML 2.66 1.66 0.71 0.71 1.00 1.10 364.0 49

合計 364.0 49

マットレス中詰め材（砕石）数量表
合計数量 ロス率

区間 区間延長 厚さ 下部 上部 断面数量 地盤補強用 150ML 364.0 418.6 ㎡
(m) (m) (m) (㎡) 200ML ㎡

ボックスカルバート 49.10 0.50 2.66 1.66 1.08 53.03 300ML ㎡
400ML ㎡
650ML ㎡

固定ピン D10*200L 49 49 本
マットレス中詰め材 C-40 53.03 53.03 m3

53.03

数量

マットレス形状
数量

使用材料 積算数量

15%

床掘勾配
地盤補強用ジオテキスタイル

下部 上部
側面

重ね代
縦断重ね
代係数

数量

ジオテキスタイル



(1/1)

箇所

ボックス据付 □1200×1200×2000 W=3.68t = 49.1 m

敷ﾓﾙﾀﾙ t=20mm 1.460 × 0.020 × 49.100 = 1.43 m3

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150mm 1.660 × 0.150 × 49.100 = 12.23 m3

基礎型枠 t=150mm 0.150 × 49.100 × 2 = 14.73 m2

軟弱地盤対策工 別紙参照 = 49.1 m

吊り下し工法

ボ ッ ク ス 据 付 工 1式当り　

名　　称 位置・仕様等 略 図 ・ 計 算 式 等 計

マットレス工法



点検口・数量総括表 （本体工）

番号 工　種 単位 数　量

鉄蓋及び受枠 φ600 組 1.0 

調整材(金具） h=10mm 個 1.0 

調整リング h=50mm 個 1.0 

斜壁ブロック 600×900×600 個 1.0 

足掛金具 W＝300mm 箇所 6.0 

種　　別 備　　考

材料

点検口



(1/1)

箇所

点検口
点検口据付 φ600×φ900 = 1 箇所

固定ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.080 × 1.0 = 0.08 m3

同上型枠 0.600 × 1.0 = 0.60 m2

後施工アンカー D13-L150 16.0 × 1.0 = 16.0 本

アンカー鉄筋 2.338 × 1.0 = 2.340 Kg

点 検 口 据 付 工 1式当り　

名　　称 位置・仕様等 略 図 ・ 計 算 式 等 計

吊り下し工法

D13（0.995kg/m）



箇所

掘削 = 66.4 = 66.4 m3

※表土は0.3mとし、現場内へ仮置きする。

（スロープ部） = 2.1 = 2.1 m3

（搬入） V= 2.10 ÷ 0.9 = 2.3 = m3

購入土 V= 2.10 ÷ 0.9 × 1.2 = 2.8 = m3

整地 再生砕石

RC-40 t=100mm A= 3.00 × 64.000 = 192.0

（控除）

既設舗装 　図面より = -1.1

計 190.9 = 190.9 m2

敷砂利 V= 190.9 × 0.1 = 19.1 = 19.1 m3

土砂等運搬 2.3

工事用道路設置

2.8

路体盛土 (4.00+5.00)/2×0.50×0.22×4.30

盛土 BH0.28m3

仮 道 １式当たり

V=4.0×0.3×(4.30+51.00)表土剥ぎ取り

名　　称 位置・仕様等 略 図 ・ 計 算 式 等 計

平　面　図

標準横断面



仮設工（鋼矢板）

箇所

l= 50.8 = 50.8 m

雨水凾渠部 ｸﾚｰﾝ吊り込み

SP- Ⅲ型 n= 127 ＋ 8 ＋ 127

L= 8.5m ＋ 8 = 270 = 270 枚

圧入9m以下 Nmax ≦25 ( 日当り施工枚数 ) Ｎ = 27 枚/日

引抜き9m以下 ( 日当り施工枚数 ) Ｎ = 47 枚/日

SP- Ⅲ型 n = 1 回 = 1 回

SP- Ⅲ型 n = 270 枚

L= 8.5m W= 60
kg/m

× 8.5 × 270 

=

計　= = 137.700 t

137,700 kg

137,700 kg

据付･解体

鋼矢板運搬重量

往路・復路

油圧圧入引抜機

ｸﾚｰﾝ吊り込み

(圧入力800kN

引抜力900kN)

名　　称 位置・仕様等 略 図 ・ 計 算 式 等 計

鋼矢板圧入工

油圧圧入引抜機



1070路線（IP.3+1.059～8-No.21+8.794)　矢板賃料日数（4工区） （1）
作業能力 実日数 供用日数

単位 数量 S Q Do=S/Q D＝Do×1.8 備　考

鋼矢板圧入工 ｸﾚｰﾝ吊り込み　圧入9m以下　Nmax≦25
1 (圧入力800kN、引抜力900kN) SP-Ⅲ型　L=8.5m 枚 270.0 27.0 10.0 18.0 R7広島県PⅡ-572

白本P.16
2 機械掘削工　ボックス部 バックホウ　0.8m3 m3 319.0 109.0 2.9 5.2 (A-1-4)

3 基面整正　ボックス部 m2 157.1 50.0 3.1 5.6 R7広島県PⅠ-146

マットレス工法(ジオテキスタイル)マットレス工法 ※　参考値
4 ボックス部 ジオテキスタイル敷設 m2 418.6 120.0 3.5 6.3 R7広島県PⅠ-155

埋戻工 ※　参考値
ボックス部　 基礎厚　t=500mm　砕石 m3 53.0 53.0 1.00 1.8 R7広島県PⅠ-146

□1200×1200
5 ボックスカルバート設置工 PC 鋼材を使用しない場合　製品長 2.0m ｍ 49.1 12.0 4.1 7.4 R7広島県PⅠ-157

コンクリート養生 日 3.0 3.0

点検口据付工
6 コンクリート m3 0.1 5.0 0.0 0.0 R7広島県PⅠ-182

　　〃
コンクリート型枠 m2 0.6 26.0 0.0 0.0 R7広島県PⅠ-253

コンクリート養生 日 3.0 3.0

7 埋戻し工　ボックス部 タンパ締固め  購入土 m3 163.3 33.0 4.9 8.8 R7広島県PⅠ-146

引抜き9m以下
8 矢板引抜工 SP-Ⅲ型　L=8.5m 枚 270.0 47.0 5.7 10.3 R7広島県PⅡ-574

9 油圧圧入引抜機据付･解体 SP-Ⅲ型 回 1.0 3.3 0.3 0.5 R7広島県PⅠ-184

供用日数 計 69.9

計上日数 計 70.0

数　量
工　種No



1070路線（IP.3+1.059～8-No.21+8.794)　水替え用ポンプ賃料日数（4工区） （2）
作業能力 実日数 供用日数

単位 数量 S Q Do=S/Q D＝Do×1.8 備　考

1 機械掘削工　ボックス部 バックホウ　0.8m3 m3 319.0 109.0 2.9 5.2 白本P.16

2 基面整正　ボックス部 m2 157.1 50.0 3.1 5.6 R7広島県PⅠ-146

マットレス工法(ジオテキスタイル)マットレス工法 ※　参考値
3 ボックス部 ジオテキスタイル敷設 m2 418.6 120.0 3.5 6.3 R7広島県PⅠ-155

埋戻工 ※　参考値
ボックス部　 基礎厚　t=500mm　砕石 m3 53.0 53.0 1.00 1.8 R7広島県PⅠ-146

供用日数 計 18.9

計上日数 計 19.0

No 工　種
数　量



ボックスカルバート
□1,200×1,200×2,000

標準
ボックスカルバート

□1,200×1,200×2,000
標準・頂版開口φ900

ボックスカルバート
□1,200×1,200×1,800

凸無・連結金具
ボックスカルバート
□1,200×1,200×1,175

短尺・凹無・連結金具
エーステックス

GT150-I-ML
（軟弱地盤対策_マットレス用）

固定ピン
AD-D10×200
（軟弱地盤対策_マットレス用）

コード 名称・規格１・規格２ 単　位 単　　価

本

F0000000010 m2

F0000000011 120

1,730

見積等積算参考資料

F0000000001

F0000000002

F0000000003

本

本

本

319,500

401,200

406,000

F0000000004 306,200本


